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Abstract:The problems of the previous fragmentary s頻dies concerning on the Quaternary

System along the Yoshino River, Shikoku, were disscussed.八㈲しfrom the total view-points

by the writers, the longitudinal profiles of the ･river and the Quaternary二strata･along the

whole Yoshino River･were clarified.　･.　　　　し　　　　　・.･.･･.･･　･..・..･　　　　　　･･..･
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吉野川は四国の東北部に位置しており，別名ではて四国三郎」と呼ばれているように，四国を代

表する河川であるて図り．その流域面積は3,750k�に及び，全国では第17位である．また，河川

総延長は194kmにも及び，四国では四万十川につぐ一級河川である.トそして，その源流は高知県北

西端の瓶が森山（四国中央部丿標高1,896mヤに始まってレその流路は東蕎し=「四国の水瓶」と呼

ばれる早明浦ダムごを経て，高知県北部の本山盆地を横切って高知県豊永付近で穴内川と合流するレ

さらにその付近で本流は蛇行しながら北進して，徳島県山城町北部で銅山川が流人するy.そしてに

本流はさらに北進し，池田町においてほぼ直角に東方に曲がるトそして，本流は中央構造線沿いに

再び東進し√約80kmをほぼ直線状に東流して，徳島市東端で紀伊水道に注いでいる．　　　　ニレ

　また，池田付近からの吉野川の北岸（左岸卜では，阿讃（讃岐）:山地が東西方向約100kmの長さ

で連なっている．また，それらめ標高は約1,000mにも達し√東に向かうにっれて標高は低下して，

東端の鳴門市芒は約450 mになる．この阿讃山地からほぼ南方に向かうて吉野川に流れ込む支流は

多数あるが，それらのなかで，鮎苦谷川・増川谷川＼･河内谷J Ir･鎌倉谷川（野村谷川・大谷川・曽

江谷川・日間谷川・宮川内谷川･坂東谷川などが比較的大ﾉきな川である.し

　吉野川の南岸（右岸）側には四国山地が存在する.＼この山地は起伏が大きく，吉野川に近い北縁

には標高800m～600耳1の侵食面が連なり，東に向かうにつれてその標高は低下する．この四国山地

から吉野川に流れ込む支流は，穴吹川・川田川・鮎喰川の３本が大きい河川懲ある／穴吹川は剣山

付近から流出してきており，他の２本の川にくらべて長い.上そして,△北岸十（左岸）∧側の阿讃山地か

らの支流と比較して，それらの本数は少ない．　　　ニ　　犬　　　　　　　　　　　　犬
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表卜四国吉野川の第四系主要研究成果比較表
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満塩・嶋

(1993)

満塩・竹田

嶋(1991)

須鎗ほか

　(1990)

阿子島ほか

　(1989)

岡　田

(1970)

中川ほか

　(1968)

須鎗ほか

　(1965)

　調査地域

時代

　吉野川

上・中流域

本山盆地一

　池　田

吉野川北岸

上柱地区

土柱・川島

　地区

吉野川北岸 山川一

　川島地区
吉野川北岸
　土柱地区

鴨島一

　川島地区

完新世 池田層 沖積層 沖積層

更

新

世

後期 昼間層 上奈路層 市場呻層 山川疎層

低位段丘

　堆積物

低位段丘

　堆積物

中期

東川原層

半田層

中西層

天瀬層

吉野層

土

柱

層

土

柱

疎

層

長峰呻層　山　川

　路　島

　疎　陳
　層　層

高位段丘

　　　疎層

切　馬
戸　場
疎　陳
層　層

麻　川
植　島
呻　疎
層　層

前期

土柱層群

高瀬谷川層

土往層群

　　中上層

土谷疎

　　粘土層
上柱疎層

鮮新世 森山層 森山粘土層 森山粘土層

戦後になって，須鎗ほか(1965)は北岸土柱～鴨島・川島（南岸）地区の第四系にういて述べ，

土柱地区では下位から順に，切戸傑層・馬場疎層・土柱傑層・新期傑層とし，さ/らに，鴨島・川島

地区では，森山粘土層・麻植傑層・川島傑層・低位段丘堆積物とし七,＼これらは段丘堆積物及び扇

状地堆積物からなり，麻植疎層は多摩期に,＼切戸傑層・川島藻層＼･馬場傑層は下末吉期に，ま‥だ，

新期傑層・低位段丘堆積物は立川期及び拝島期にそれぞれ対比できるどした．

　ついで，中川・須鎗(1965)は吉野川下流域の徳島平野下めボーリツグ調査をもとにして，徳島

層・犬北島層こ（徳島層の下位）を定義した．彼らによれば，徳島層は大部分が海成層であり，岩相変

化などから海水準変動と関連があると考え，また,バ4C年代によらて関東の有楽町に相当す巻沖積

層どした．一方，北島層は岩層からみて，これを更新世の河川成傑層とし，両層の関係は不整合で

あると考えた．　　　　　　　　　　　　　　　△　　し　……　　：　ト

　ついで，寺戸(1966)は吉野川河口から上流80kmまでの地域などの段丘地形の概要を明らかにし

た．また，中川・寺戸・増田(1968)は，山川～川島地区（古野川南岸）の後期第四系についで述

べ，下位より，先段丘（森山粘土層）･土谷疎粘土層=･高位段丘傑層し･中位段丘傑層（山路疎層・

川島藻層）ヽ低位段丘疎層（山川傑層）とした．これら段丘傑層の形成は崖錐～扇状地成もしくは

氾濫原成堆積物であると考えられ，特に氾濫原成堆積物の堆積比ついては中央構造線，及び，それ

に伴なう阿讃山地の隆起に原因があるとした．さらに√中川(1969)は四国の第四系の当時までの

成果を最初に総括:したが，土柱傑層は花粉分析などの結果から低位段丘とした．　ｙ　　　　　……

　一方，主に地形学的な面からは，樹木し(1968卜が脇町地区（吉野川北岸）の/中央構造線の運動形
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式及び活動時期ぱ=関する研究の中で,＼段丘傑層にプいで述ペレ∧結品片岩疎を特徴とする下部層/と√

それらを全く含ま/ない上部層に分けられる七七√両層:ﾉは……整合関係仁岑ﾉる＼とくし仁/j.j.Ijl｡ま･Iljだ.↓.=..･ 岡 田

(1968,1970)〉は吉野川下流域の中央構造線々)

　いて述ぺ:だなかで,＼藻層にづいて記載を行い，

傑層)＼･低位段丘堆積物(市場藻層)＼としたj

　さくらに√須鎗=:･阿千島ｹ(1978)……Cま吉野川沿い

池[4]以東の北岸下流域について第四系の総括を行

藻層i/中期扇状地錬層ｙ中位段丘藻層ｉ新期扇

阿子島＼･須鎗（i肺町〉は吉野川流域の平野及び

島地区)二において,＼従来の森山粘土層.ﾆ麻植

地層とみなして森山層と再定義しレまた√吉

土柱傑層とされ七いたものを一括して√上柱

フィヅショントテノク年代lによﾉり，森山層は

半から更新世中斯であるとした∠こま牝√ヶ須鎗･.:

統のフィッシよントラレク年代を示し，

本流性映層と扇状地性疎層に分けられるとした／＼………=＼ﾄ=ﾆ………j………ﾚI………◇∧………ｿ……1

¬方√ﾉ満塩・竹田]･嶋(1991)∧は吉野

池田町付近:にづいて調査を行い，高位段丘構成層禎吉野層ﾌﾟj万・:I

成層の上奈路層･＼沖積層と区分しト中位段丘の天瀬層七ぱ阿

したﾄ＼尚･･･..･･　　.･　･.　　　　･.･・・.I‥‥　‥　‥‥‥＞ﾉﾌﾚﾍﾟj…………==万

　ました,上満塩丿嶋(1993卜は吉野川中流域の高知県大豊町か

美馬町付近ﾉまでにづいﾚて調査し,<先段丘構成層印土柱層群下

谷層ﾄ･ﾉ高位段丘構成層の中西層･△中位段丘丁構成.層の半田

(Mn)）‥低位段丘構成層の昼間層･＼沖積層互区分七T払ﾉ…………ｽﾞ

ら約80km上流地点ﾉ(徳島県池田町付近)○が堆積環境の変換点

以上の.よ=うに,し吉野川=の流域全体T亡=は第四系に

十しかしレこれらに関し首は多ﾚくﾄの混乱が起;=ごっ）

みでﾚも,．調査の年代によって段丘区分を二転三転

なようﾉ比√須鎗ほかの著者は, 1965年では吉野川

義しでいる／七か;し,/……1990年jには,下土柱地区を調

ま犬だ√阿子島（!989)………も.万同様に土柱地区や川島地

のである/.　）…………………:　　I　　＝.…　……J･･.･

　ニ以上のよ＼うに√吉野川中万･く下流域におやでは√

かなり広範にねたる報告がなされでいす=もj↓そﾚれ

る

ニこのよ:うな:混乱にjつト･でﾚは結局は,………吉野川全1

起因すyるものであ)るしﾚ<∧＜=①………………:………:..　:

　そこで，筆者らはできるﾉだけ同÷の観察眼で,j



四国吉野川全流域の第四系め概要ヶ(満塩・橋本) 119

環境変遷に関する研究を行うものである．その寸環として，上流部ﾀﾞ(満塩らト1991)ニ及び中流部

(満塩・嶋, 1993)の第四系について報告しているがレ今回以後は下流部，さらには全流域につ＼い

て総括を行なおうとするものである．　　　　　　‥　　　　万　　　　　　　尚　　　　し

　　吉野川全流域の地形従断面及び第四系概要　　し　　　　　　▽

十吉野川流域の河口から，約80㎞上流の徳島県池田町付近までの地形従断面と段丘地形にういては，

寺戸(1966)が最初に述べた（図２）．これによれば√段丘地形をは高位・中位・低位の３段に分

け，さらにそれぞれを２～３段に細分した．　　ニ　　つ　　　　十　　　　　＼　　　　　＼
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図２．吉野川及びそめ南岸段丘の縦断面図「寺戸,」966)

　つぎに,･満塩・嶋(1993)は全流域の河川縦断面図（図３）を示し，特に上流域から中流域ま懲

の各段丘堆積層の比高差（図４）も示した．約80kmの池田町付近に傾斜変換点があり，また，約

120kmの高知県大豊町でも傾斜変換点があることが,しこれらの図から分かる．後者はまた穴内川と

の分岐点でもある．さらに，堆積環境も前者の地点で異なるごとも明らかにした．＼　十　………

　さらにレ筆者らがこれまでに得た下流域の第四系につい七一応の概要を述べておくぺ表２）．し

　第四系は基盤岩類を不整合におおづている．これらは更新世と完新世に区分され,＼前者は前期・

中期・後期に区分される．また，一部には鮮新世の森山層もみられる．　　　‥‥‥‥‥‥宍　　二

万前期更新世は先段丘構成層の上柱層群である．これらは中・下流域め北岸のみに分布する／中流

域では下部の中上層と上部の高瀬谷川層からなる／またレ下流域では下部の大谷層と上部の井口谷

川層かﾚらなる．　　　　　　　　＼　　　　　十六　　　　‥一＝　･.・･.･･　･･　　　.･･　..　･:ト……
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表２．吉野川流域の第四系対比表

調査

地域

吉野川上流域

　本山盆地

吉　野　川

　中流域

　　　　吉　I

北　　岸

予　川　下　流　域

　　南　　岸　　　南　岸

　穴吹･川島地区　小島地区

完新世 池　田　層 沖　積　層 沖　積　層 沖　積　層 沖積層

更

新

世

後

期
上奈路層 昼　間　層 岩　倉　層

穴　　　山

吹　　　川

層　　　層
東分層

中

期

大　瀬　層

吉　野　層

東川原層

半　田　層

中　西　層

切　　　馬

戸　　　場

層　　　層

井出口層

旗　見　層

川　島　層

小　島　層

小島駅層

小島層

前

期

土柱層群

　高瀬谷川層

　中　上　層

土柱層群

　井口谷川層

　大　谷　層

鮮新世 森　山　層
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西層であり，下流域では北岸に井出口層があり，南岸懲は小島層である．低い方のMII段丘は上

流域では大瀬層であり，中流域では東川原層がある．また，下流域では北岸に切戸層・馬場層があ

り，両者は同時異層である．南岸では小島駅層である．　上　　犬　っ　　　　犬

　さらに，後期更新区の低位段丘については，上流域では上奈路層でありレ中流域懲は昼間層があ

　る．また，下流域では北岸に岩倉層がある．南岸のﾚ穴吹・川島地区でぱ穴吹層ｉ山川層があり，両

　者は同時異層である．南岸の小島地区では東分層である．　　十∧　十ダ

　以上の諸段丘は主として，傑層・砂層・泥層より構成されていす,ニ１部に火山灰などを含んでい

る．そして，高位段丘には赤褐色のクサリ傑，中位段丘には黄褐色の半クサ：リ疎，低位段丘には雑

色の新鮮疎かそれぞれ特徴的に含まれる．　　　十＼ト　　…………∇　：　　十∇　　　　▽

　さらに，これら段丘堆積物や基盤岸類を不整合に√完新統（沖積層）が覆っているレこれら完新

統は沖積平野を構成する沖積層であるが，地表では直接には観察されな:いので,レボーリング試料に

よる．沖積層は主に疎層・砂層・泥層からなり，これらの間にピニトや音地（アカホヤレ火山灰蚕

はさむ．これら沖積層は池田町付近では池田層であり，徳島平野下では徳島層（中川・須鎗，

1965)とされている．さらに，四国四県の沖積層については，満塩・古川C1988)や満塩・加賀美

(1992)・小椋ほか(1989)などに要約され，また,ﾉ沖積層の堆積環境などの総括も考古学遺跡と関

連してなされている（満塩ユ985;1986).　　　　　犬　　　　：　　ニ　　　　　　　　‥
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